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 このDartington International Summer School は、SchoolというよりFestivalである。各週

様々なジャンルのクラスが開かれると同時に、毎日夜は講師陣・プロプレイヤーによるコン

サートを3種類も聞くことが出来る。全5週間ピアノコースに入る若者、コンサートだけを

見に来る老夫婦、楽しみ方はそれぞれだ。 

 私はその中で2週間、Film Music Composition Courseに参加した。 

 このコースだけは事前のオーディションが必要であったため事前に自作曲のスコアや音源

を送った。しかしいつまで経っても返信が無かったので手続きに苦労し、希望のこのコース

が受けられるか不安を抱きながら向かった。しかし先生の配慮によって、無事受講できる事

となった。 
 

 1週目は、映画音楽アナリーゼクラスと平行して、SONYテレビ商品のCM音楽を作って録音

する、という内容だった。 

 日曜から始まったクラスのメンバーは、私の他に日本人が1人・イギリス人が3人・マケ

ドニア人・セルビア人が1人ずつの計7人。そして先生は、イギリスで映画・テレビ音楽製

作で活躍しながらロイヤルアカデミーで映画音楽も教えているMiguel Mera先生。とても若い

先生だった。 

 導入として、多種多様な映画のシーンを見てシーンと音楽にどのような関係や効果がある

かを先生と話し合った後、1週間かけて映画界初期作品(Silent Film・Sound Film)やHollywood 

style・無声アニメへの音楽(Mickey mousing)を学んだ。映像を見た後にどう思うか意見を出し

合い、それに先生が情報を補足していく。 

ここでもどかしかったのが、やはり語学。先生の話す事も重要な単語を聞いて必死につい

ていくだけで、半分くらいしかわからない。自分の意見もほとんど単語でしか言えない。講

習期間中様々な国の人に出会ったが日本人がダントツに英語下手で、極東国の欠点と自分の

ふがいなさを痛感した。 

 1週目のレコーディングでは、ヴァイオリニストを1人だけゲストで呼んで他はクラスメイ

トが演奏出来る楽器を使用し、この編成でそれぞれが作曲。 小さなスタジオで、ヘッドフォ

ンをつけてクリックを聞きながら、指揮に合わせてレコーディングする。その後、エンジニ

アのJimと先生と作者で録音を聞きながらMixingしていく。これは日本でもよく使われるソ

フトだった為、作業しやすかった。それぞれ作者が真剣に音を聞き、より良い作品に仕上げ

て行く姿は、見ているだけでもとても勉強になった。また、 私は全員分のピアノのレコーデ

ィングをし、これを機に、話せないなりにもクラスメイトと近づけていけた気がする。 

 2週目は先生の作品や先生お気に入りのシーンをディスカッションしながら、小さなアニメ

に音楽をつける作業にとりかかった。このアニメは5分前後のもので、その週の最終日に小

さなシアターで生演奏と一緒に上映するコース終了コンサートの素材だ。生徒それぞれが違

うアニメ作品に挑戦する事になり、私はディズニーCG映画製作などで有名なピクサー社のア



ニメを選んだ。まず映像を見ながら、画像と音楽を合わせたい部分や音楽の雰囲気の変わり

どころをチェックし、小節数を決めてしまう。その後でそのポイントに合わせながら全体の

音楽像を創り、最後にオーケストレーションする。憧れだったピクサーアニメはシーンの変

わり目も多くとてもやりがいがあった。また、パソコンを持って行ったので、先生とファイ

ル交換しながら素早くポイントを掴む事が出来た。似たような素材を使う友達とパソコンを

共有して様々な発見もある。彼らのお気に入りや自作曲を聞かせてもらったり、映画や画像

素材について話し合ったりした。周りの日本人だけに頼りたくなかった私は必死にその中に

入って、彼らとコミュニケーションをとれるよう努力した。 

 2週目の演奏者は、先生が集めてくれたプロ奏者だ。レコーディングとコンサートどちらも

演奏してくれるので、彼らに自分の曲の意図を伝えるのにも工夫が必要だった。クリックに

合わせつつ、わかりやすい上に表情も上手く伝えられる指揮も練習した。 

 そして最終日のコンサート。初見に近い譜面を演奏するプレイヤーに本番はハプニングも

続出だったが、講習中に知り合った友達も沢山見に来てくれて無事、大成功で幕を閉じた。 
 

 この2週間で印象に残ったのは、授業だけでは無く、日常のちょっとした一コマだ。友達

と、毎日片道15分かけて美しい庭園やお城のような建物を通りながら寮から教室まで通い、

面白そうなコンサートを選んで見に行き、帰りにパブに寄ってから、夜遅くまで寮の広間で

作曲する。普段作曲科にいると個人作業が多い分、クラス7人がほとんどいつも一緒にいて

お互い協力しながら作業するということが新鮮だったし、いつのまにかかけがえのない思い

出になっていた。このSummer School、このコースならではの収穫だと思う。 

 そして、外国への想いも強くなった。講習へ行く前は卒業したら日本で働きたいと思って

いたが、こんな広い世界の中で、ちっぽけな自分は一体どこまで何が出来るのか、自分自身

に興味がわいた。まずは、語学。さらに、イギリスだけでなく多くの他国文化に直接触れる

べきだと思った。 

 貴重な夏、最高の夏!!この経験で感じた事を生かし、これから先の自分の夢や卒業後のプ

ランも考えながら、残りの国立音大での学生生活で腕を磨いてステップアップする力を蓄え

て行きたいと思う。 

 

 

ファイナルコンサートで、ミゲル先生を囲んで。 


